
 里山の水辺環境に生息する代表的な昆虫類であるトンボ。そのトンボについて、

水田、池沼、河川、湿地といった生息環境別にわかりやすく分類し、羽化殻、同種

類の成熟度の違い、飛来種、そして、羽化、飛翔、交尾、産卵といった生活誌と生

態を実物標本と写真を用いてあらゆる角度から紹介します。トンボファン必見！ 

 国立科学博物館附属自然教育園 

期間：平成２３年７月２０日（水）～９月４日（日） 

［ マルタンヤンマ ］ 

〒１０８－００７１ 

 東京都港区白金台５－２１－５ 

 http://www.ins.kahaku.go.jp 

 ＪＲ山手線、東急目黒線目黒駅より徒歩７分 

 地下鉄南北線、三田線白金台駅１番出口より徒歩４分 

入園料 一般・大学生：３００円 

    小・中・高校生・６５歳以上：無料 

   展示会  

 トンボの世界 
－生活誌と生態－  

内容：トンボの幼虫（ヤゴ）・トンボの進化と系統・トンボの体色変化・ミナミヤンマの   

   地理変異と個体変異・海を越えてくるトンボ・成虫で越冬するトンボ・ためいけ 

   のトンボ・細流のトンボ・湿地のトンボ 

［ ベニイトトンボ ］  

 協力：むさしの自然史研究会 

 会場：自然教育園 展示ホール 


